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列車でな く 車両である。また車両数には関係はないので， 動力

車単11\てe もそれ自体で列車となり得る。

列車にはその性質，外i途，目的， 運転l時1m. 速度，)lli転i時|甘l

'Jil ，五l!転距離，使用動力平等により ， おおむねつぎのようなも

のがあ る。

1 用途による分獄

(1) 営業用列車 逃貨を徴収して一般の旅客貨物を輸送する

営業用の列車である。

(2) 事業用列車 鉄道自体の業務の必要上述転する列車で，

工事列車 ・ 試迎転列車 ・ 俳雪列車 ・ 雪捨列車 ・ 救援列車 ・ 配給

列車等がある。

2 運転目的による分綴

(1) 本 旅客列車

(2) *貨物列車

(3) 軍用列車 箪|欺および軍需品を輸送するwm臨時列車。

(4) 工事列車 鉄道の工事用材料を五l!燃するため迎転する

列車であって，停車場以外の工事現場にも停車して軌条 ・ 土砂 ・

木材等の工事材料を鎖倒lする。この列車は絞在[1材料の数量にも

よるが，だし、たレにおいて 5 -10 丙程度の編成である。

( 5) 試運転列車 新製車両 ・ 修繕車両の性能， 線路 ・ 橋梁害事

の施設物の強度状態その他各径の試験調査を行うため運転する

列車で. ~量関111のみで巡転する列車を試運転単行列車と L 、 う。

(6) 回送列車 車両を回送するために運転する列車をいい，

答率 ・ 電車 ・ 気動車を回送する列車をそれぞれ回送客車列車 ・

回送電車列車 ・ @送気動車列車とし、 う。

(7) 排雪列車 線路やその沿線あるいは停車場相手内等の積

雪を排除するため巡転する列車をいい，通常雪かき耳1を後関Iþ:

の官Í]liJ(に遮結して. fï{雪を排除しつつ進行するのであ石が， か

き寄式雪かき Iドの場合は機関11ïが前頭である。

(8) 雪捨列車 主として停車場構内の堆雪(たいせつ)取袷

のため ， 近くに適当な雪捨場がない場合， 雪を無がい111 に:fl'(込

み， 停車場機外の河川等適当な場所に捨てるために運転する列

車。

(9) 救援列車 司王放が発生したとき ， 復旧のため資材およ

び婆員等を輸送し， あるいは事故事の収容等のため巡転する列

車。

こ の列車は客111 または貨準 1 - 2 両程度で編成されるのが普

通であるが，場合によ っ ては後関車だけでM転し，事故の程度

によ ってはこの救援列車を 2 倒列車. 3 ffól列車も巡転するこ と

がある。この列車の巡;1反取扱については， その性質上例外的取

扱，たとえば後|誕l司王または動車をいずれの位置に連結してもよ

く ， 緩急車および111隼の省略， 線路の右側巡転， 退行してもよ

い等の例外を秘めている。

(10) 混紛 列車 事業上必姿な物品を鉄道部内各自華院iに配給

するために巡転する列車をし、う。

(11) お召列車 天皇 ・ 皇后両陛下の御深閑として臨時に玉l!

転する列11î. 御料亭と供牽(ぐぶ) 111 とで編成し，通~1!6・ 5 両編成。

こ の平岡は東京鉄道管理局(大井工場)で管慰しており，お召列

車の運転および笹設についてはLぉ召列車の運転及び筆談心得1

に定められている。

(12) 御乗用列車 皇太子殿下の御乗用に供する車両を連絡し

た通常列車をし 、 う。 特別に仕立てた車両で臨時列車として巡転

する場合は御*H'J臨時列車といい，その巡lほおよび告を畿の取扱

亡ついてはしお召列車の巡転及び答護心得1を準用する。

(13) 宮廷列車 お召列車と同じ。

(14) 貴賓周列車 外国の資質が乗車するため巡転する列車。




